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しろ うま だけ

さ
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
国
立
公
園
特
別
地
域

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
高
地
は
古
く
山
岳
信
仰
が
起
源
で
、
神
聖

の
地
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代

初
期
か
ら
は
松
本
藩
の
重
要
な
藩
有
林
と
し
て

山
の
麓
で
は
ヒ
ノ
キ
・
サ
ワ
ラ
な
ど
の
伐
採
搬

出
が
行
わ
れ
、
杣
人
（
そ
ま
び
と
＝
き
こ
り
）

は
島
々
か
ら
島
々
谷
を
通
り
徳
本
峠
を
越
え
、

上
高
地
へ
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
こ

の
道
は
信
州
と
飛
騨
を
結
ぶ
街
道
で
も
あ
り
、

上
高
地
の
歴
史
を
刻
ん
だ
重
要
な
道
で
も
あ
り

ま
す
。

　

明
治
二
十
四
年
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
ウ
ォ
ル

タ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
ン
は
こ
の
道
を
辿
っ
て
上
高

地
に
入
り
、
そ
れ
以
降
数
回
に
わ
た
り
こ
の
道

を
通
り
、
槍
ヶ
岳
や
前
穂
高
岳
に
登
頂
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
明
治
二
十
九
年
に
本
国
で

「
日
本
ア
ル
プ
ス
︱
登
山
と
探
検
」
を
出
版

し
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
存
在
を
世
界
に
広
く
紹

介
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
日
本
の
近
代
登
山
幕
開
け
の
ひ
と
つ

と
な
り
、
島
々
は
上
高
地
の
玄
関
口
と
し
て
、

多
く
の
登
山
者
ま
た
文
化
人
ら
が
上
高
地
に
入

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和
初
期
に
車
道

と
し
て
釜
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
そ
れ
以
降
は

こ
の
道
を
利
用
し
て
上
高
地
を
目
指
す
登
山
者

は
年
々
減
少
し
、
今
は
北
ア
ル
プ
ス
で
は
珍
し

く
静
寂
な
登
山
道
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

島
々
か
ら
二
俣
ま
で
は
林
道
を
歩
き
、
そ
こ

か
ら
古
い
軌
道
敷
に
沿
っ
た
山
道
に
な
り
ま

す
。
道
脇
に
は
炭
窯
跡
も
あ
り
、
か
つ
て
は
林

業
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
二
俣

と
徳
本
峠
の
中
間
点
の
岩
魚
留
小
屋
に
あ
る
カ

ツ
ラ
の
大
木
は
、
登
山
者
を
や
さ
し
く
出
迎
え

て
く
れ
ま
す
。
次
第
に
登
り
は
き
つ
く
な
り

島
々
か
ら
ほ
ぼ
二
〇
㌔
㍍
、
徳
本
峠
に
立
っ
た

と
き
、
そ
こ
か
ら
望
む
穂
高
・
明
神
岳
は
ま
さ

に
、
神
の
存
在
を
も
思
わ
せ
る
神
秘
的
な
光
景

と
し
て
目
に
飛
び
込
み
ま
す
。

　

こ
こ
に
建
つ
徳
本
峠
小
屋
は
上
高
地
で
も
重

要
な
建
物
と
し
て
、
平
成
二
十
二
年
に
文
化
庁

の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
歴
史
的
重
要
な
道
は
数
年
前
よ
り
関
係
者
に

よ
り
維
持
作
業
が
行
わ
れ
、
今
年
度
か
ら
有
志

に
よ
り
「
古
道
徳
本
峠
道
を
守
る
会
」
が
立
ち

上
が
り
、
本
格
的
な
維
持
保
存
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
開
け
た
上
高
地
へ
と
続
く
古
道

島
々
明
神
線
を
、
歴
史
と
沢
筋
を
渡
る
風
を
感

じ
て
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
所
在
地
（
徳
本
峠
）

　

長
野
県
松
本
市
安
曇

◆
ア
ク
セ
ス
（
長
野
県
側
よ
り
）

［
公
共
交
通
機
関
］

◎�

松
本
電
鉄
上
高
地
線
の
島
々
駅
で
下
車
し
、

タ
ク
シ
ー
で
島
々
地
区
ま
で
約
一
〇
分
、
そ

こ
か
ら
登
山
道
を
徒
歩
で
約
七
時
間
三
〇
分

◎�

松
本
電
鉄
上
高
地
線
の
島
々
駅
で
下
車
し
、

路
線
バ
ス
で
上
高
地
ま
で
約
一
時
間
五
分
、

そ
こ
か
ら
登
山
道
を
徒
歩
で
約
三
時
間
三
〇

分
［
自
家
用
車
］

◎�

長
野
自
動
車
道
松
本
イ
ン
タ
ー
か
ら
島
々
地

区
ま
で
約
三
〇
分

◎�

長
野
自
動
車
道
松
本
イ
ン
タ
ー
か
ら
沢
渡
駐

車
場
ま
で
約
一
時
間
一
〇
分
、
路
線
バ
ス
ま

た
は
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
換
え
上
高
地
ま
で
約

三
〇
分

信
濃
路
自
然
遊
歩
道

�

（
上
高
地
国
有
林
）

［
中
信
署
］
日
本
の
屋
根
と
い
わ
れ
る
北
ア
ル

プ
ス
、
そ
の
南
部
の
玄
関
口
上
高
地
は
、
穂
高

連
峰
を
は
じ
め
、
槍
ヶ
岳
、
常
念
山
脈
な
ど
個

性
派
揃
い
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

上
高
地
は
国
内
有
数
の
山
岳
観
光
地
で
あ

り
、
特
別
名
勝
及
び
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定 徳本峠から穂高岳（前穂高、明神岳）

徳本峠小屋

晩秋の岩魚留小屋とカツラの木岩魚留小屋とカツラの木


